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１． まえがき 
ネットワーク上でビデオデータ等のストリーミングを

行う場合，一定時間帯域を使用することやリアルタイム

性を有するため，十分なデータ品質を保つことは困難で

ある．特に，無線アドホックネットワークにおいては無

線通信特有の様々な制限や周囲の状況，そして端末の高

い移動性により送信データの品質を保つことは非常に難

しいとされる．そこで，本論文では実際に無線アドホッ

クネットワーク上でストリーミングデータを転送して受

信端末におけるデータの復元性を評価し，シミュレーシ

ョン結果との比較，検討をしている． 

2．先行研究 
先行研究[1]ではネットワークシミュレータ ns2[2]におい

て複数記述符号化(以下 MDC: Multiple Description Coding)
と，複数の送信点から複数ストリーム転送を用いたマル

チポイント・ポイントのビデオストリーミング転送方式

の検討がされており，その有効性が示されている．この

方式では，同一データを複数の記述（それぞれの記述だ

けでもある程度の品質の画像が再現でき，全部の記述を

合わせると元の品質が再現できる）に符号化し，そのい

ずれかの記述を複数の送信端末それぞれから送信される

ため，ビデオデータ転送中にリンクの切断等の障害によ

ってある記述のデータが損失してもすべてのデータが同

時に失われる確率が従来の符号化法と比較して非常に低

くなる利点がある．図 1にこの原理を示す． 

図 1  複数経路を用いたデータの復元性 

3．実ネットワーク上における転送実験 
本論文では，先行研究で行ったシミュレータによる有

効性を実ネットワーク上で検証するため，無線アドホッ

クネットワークを構築してマルチポイント・ポイント間

でのデータ転送を行った(図 2)．但し，簡単のためＭＤＣ
は用いず，同一データを複数送信点から送る方法をとっ

た．無線アドホックネットワークを構築する際に用いる

ルーティングプロトコルは OLSR(Optimized Link State 
Routing)[3]を用いた．測定では 2 台の送信端末から同一の

データを受信端末に対して送信し，データ送信開始 5秒後
に PC②を，10秒後に PC④を停止し，15秒後に PC②を，
20秒後に PC④復帰させ，25秒後に系を停止させた．ポイ
ント・ポイント及びマルチポイント・ポイントのネット

ワーク構成を構築した．また，その際の受信端末におけ

る復元状況(①と⑤から受信(Good)，①又は⑤のみから受
信(OK)，双方から受信不可(Bad))を求め，①から③だけで
系を構成した場合(ポイント・ポイント)と図 2 のマルチポ
イント・ポイントの比較の 1次評価を行った． 

図 2 測定ネットワーク構成図 

4．測定結果 
 図 3よりポイント・ポイントによるデータ転送では受信
端末における“Good”と“OK”を合わせたデータ復元成
功率は 71.4%であった．それに対して，マルチポイント・
ポイントでは 97%と前者に比べて高いデータ復元率であ
ることがわかり，無線アドホックネットワークにおける

複数ストリーム転送の有効性を示した．今後より詳細化

を図る． 

図 3 データ復元率 
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